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要約  

・ 集中治療室（ICU）入室の期間と割合および既存の心血管疾患また

はその危険因子（CVDRF）を持つ COVID-19 患者の ICU 使用に影

響を与える臨床変数について調査された。 

・ 対象は 2020 年1 月～5 月の間に日本における CLAVIS-COVID 登

録システムに登録された CVDRF の COVID-19 患者693 人である

（平均年齢68.3 歳; 35％女性）。  

・ 693 人中199 人の患者（28.7％）が ICU 管理であった。平均 ICU 滞

在期間（LOS）は 19.3 日で院内死亡率と病院LOS は、ICU は非ICU

グループに比し高値を示した（P <0.001）。ロジスティック回帰分析に

より、 ICU 入室に全身状態の障害（C 反応性タンパク質高値、グラス

ゴーコマスケールスコア低値、SpO2、アルブミンレベルなど）、男性

および β 遮断薬使用を反映する臨床変等が関連していた（P 

<0.001）。特に、年齢は ICU 入室と逆相関し、特に高齢者で顕著で

あった（OR 0.97、P = 0.0018）。 

・ CVDRF の COVID 患者の約3 分の 1 は、パンデミックの最初の段

階で ICU でのケアを必要とした。 

・ 低酸素症や精神状態の変化等の臨床変数を除き、年齢は ICU の使

用と逆相関しており、今後、さらなる調査が必要である。 


